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県北ふたば会忘年会の様子（平成２５年１２月）

　

県
北
ふ
た
ば
会
は
、福
島
県
北
部
で
避
難
生

活
を
送
っ
て
い
る
双
葉
町
民
の
借
上
げ
住
宅
自

治
会
で
す
。町
民
の
絆
を
つ
な
い
で
い
る
県
北

ふ
た
ば
会
は
、平
成
24
年
10
月
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。鴻
崎
太
郎
会
長
、吉
岡
紀
男
副
会
長
、木

幡
照
夫
副
会
長
を
中
心
と
し
た
12
人
の
役
員

と
会
員
が
一
緒
に
な
り
、熱
心
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。平
成
26
年
４
月
時
点
で
会
員
世
帯

数
は
58
世
帯
、会
員
は
91
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

県
北
ふ
た
ば
会
は
、今
年
度
よ
り
交
流
会
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。毎
月
第
２
、第
４
金
曜

日
に
、み
な
さ
ん
へ
交
流
の
機
会
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

　

交
流
会
は
、主
に
福
島
市
北
矢
野
目
に
あ
る

「
サ
ン
ラ
イ
フ
福
島
」で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。サ

ン
ラ
イ
フ
福
島
に
は
、講
習
室
や
体
育
館
、調

理
室
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
な
ど
た
く
さ
ん
の
設

備
が
あ
り
ま
す
。

　

４
月
11
日
に
行
わ
れ
た
初
め
て
の
交
流
会

で
は
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
体
験
、卓
球
、バ

ド
ミ
ン
ト
ン
と
い
っ
た
運
動
を
楽
し
ん
だ
り
、

講
習
室
で
は
折
り
紙
、談
笑
、T
V
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
と
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま

し
た
。ま
た
、こ
の
日
は
、大
内
ち
づ
子
さ
ん
持

参
の
折
り
紙
で
小
物
入
れ
づ
く
り
が
行
わ
れ
、

手
を
動
か
し
な
が
ら
会
話
に
花
が
咲
い
て
い

ま
し
た
。

卓
球
、料
理
教
室
、

　

ゲ
ー
ム
に
お
し
ゃ
べ
り
ま
で

月
２
回
の
交
流
会

県北ふたば会
  交流会！
県北ふたば会
  交流会！
県北ふたば会
  交流会！
県北ふたば会
  交流会！

双葉町県北地区
借上げ住宅自治会
双葉町県北地区
借上げ住宅自治会
双葉町県北地区
借上げ住宅自治会
双葉町県北地区
借上げ住宅自治会

みんなでたのしもう！
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 【日時】
毎月第２・第４金曜日
１０：００～１４：００
（日によって変更あり）

　　

県
北
ふ
た
ば
会
の
交
流
会
の
特
徴
は
、内
容

を
み
ん
な
で
決
め
て
い
く
こ
と
で
す
。談
笑
す

る
中
で
、「
料
理
教
室
が
や
り
た
い
」「
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
が
や
り
た
い
」「
卓
球
が
や
り
た

い
」と
い
っ
た
声
が
あ
が
り
ま
す
。施
設
が
広
く

使
え
る
こ
と
も
あ
り
、そ
の
場
で
グ
ル
ー
プ
を

作
り
、サ
ー
ク
ル
活
動
の
よ
う
な
交
流
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

第
2
回
開
催
で
は
、今
後
の
交
流
会
で
ど
ん

な
こ
と
を
し
た
い
か
、集
ま
っ
た
会
員
の
み
な

さ
ん
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
意
見
を
出
し

合
い
ま
し
た
。手
芸
や
囲
碁
、果
物
狩
り
や
日

帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
、た
く
さ
ん
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。中
で
も
み
な
さ
ん
の
関
心
が

高
か
っ
た
の
は
料
理
教
室
で
す
。毎
日
ご
飯
を

作
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
の
た
め
に
、お
父
さ
ん

達
が
、お
も
て
な
し
す
る
の
が
い
い
と
、話
が

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。「
よ
し
、次
回
は
料
理
教

室
を
や
ろ
う
！
」鴻
崎
会
長
の
言
葉
に
拍
手
が

起
こ
り
、次
回
の
交
流
会
で
は
み
な
さ
ん
で
カ

レ
ー
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
町
民
同
士
が
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
な

く
、孤
独
を
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
。家
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い
る
人
に
外
に
出
る

き
っ
か
け
を
つ
く
り
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
も
ら
い
た
い
」そ
う
い
っ
た
想
い
か
ら
、鴻
崎

会
長
は
月
に
２
回
の
交
流
会
を
開
く
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。町
民
の
強
い
絆
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、交
流
会
を
素
敵

な
場
所
に
し
よ
う
と
い
う
熱
い
想
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

少
し
で
も
楽
し
い
時
間
を

　
　
　
　

過
ご
し
て
ほ
し
い

み
ん
な
で
決
め
、

 

み
ん
な
で
作
る
お
楽
し
み
の
場

開催日・場所県北ふたば会交流会

【場所】
サンライフ福島

福島市北矢野目字壇ノ腰
６番地の１６
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渡邉忠義先生

桜
も
満
開
と
な
っ
た
4
月
12
日
、原
町
区
福

祉
会
館（
南
相
馬
市
）に
2
組
の
ご
夫
婦
が
訪
れ

ま
し
た
。初
め
て
の
ふ
た
さ
ぽ
主
催
イ
ベ
ン
ト
、

ヨ
ガ
教
室
in
南
相
馬
に
参
加
す
る
た
め
で
す
。

ヨ
ガ
教
室
は
、38
年
間
広
野
町
の
行
政
職
に

携
わ
っ
て
い
た
、渡
邉
忠
義
先
生
を
講
師
に
お

迎
え
し
、2
部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
ヨ
ガ
で
疲
れ
た
体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
、普
段
痛
み
を
感
じ

る
と
こ
ろ
な
ど
を
相
談
さ
れ
、先
生
は
一
人
一
人

に
、体
操
の
仕
方
や
ツ
ボ
押
し
の
場
所
な
ど
を

丁
寧
に
教
え
て
い
ま
し
た
。

「
辛
い
避
難
生
活
の
中
で
も
生
き
が
い
の
あ

る
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
大
事
。健
康
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、今
日
覚
え
た
体
操
を
自
宅
で

続
け
て
く
だ
さ
い
」と
先
生
は
話
し
て
い
ま
し

た
。体

を
温
め
た
後
は
、美
味
し
い
お
茶
と
ケ
ー

キ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
茶
話
会
で
す
。「
相

馬
・
南
相
馬
地
区
で
は
町
民
が
参
加
で
き
る
集

ま
り
も
少
な
く
、ど
こ
に
誰
が
避
難
し
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
い
」「
次
回
、こ
の
よ
う
な
機
会

が
あ
っ
た
ら
ま
た
参
加
し
た
い
」な
ど
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。こ
の
日
、初
め
て
顔
を

合
わ
せ
た
2
組
の
ご
夫
婦
も
、す
っ
か
り
打
ち

解
け
た
様
子
で
す
。

2
0
1
4
年
4
月
時
点
で
、南
相
馬
市
、相

馬
市
、新
地
町
に
は
95
世
帯
、2
3
6
人
の
双
葉

町
民
が
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。双
葉
町

の
役
場
機
能
が
あ
る
い
わ
き
市
や
郡
山
市
か
ら

も
遠
く
、町
民
が
集
ま
る
場
所
や
機
会
も
限
ら

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

南
相
馬
地
区
に
は
今
後
、復
興
公
営
住
宅
が

建
設
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、定
期
的
に

町
民
が
顔
を
合
わ
せ
、交
流
や
情
報
交
換
を
す

る
場
が
必
要
で
す
。

「
震
災
前
は
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い
る

町
民
が
た
く
さ
ん
い
た
。そ
う
い
っ
た
人
を
集

め
て
大
会
を
や
っ
た
ら
面
白
そ
う
」と
参
加
さ

れ
た
ご
夫
婦
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
、健
康
体
操
や
趣
味
な
ど
を
通
し
た
小

さ
な
集
ま
り
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、相
馬
、南

相
馬
地
区
の
双
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
よ
り
深
く
、

大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

楽
し
い
ヨ
ガ
と
お
し
ゃ
べ
り
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ま
ず
は
小
さ
な
集
ま
り
か
ら

主催

ヨガ教室ヨガ教室
IN南相馬
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～笑顔でみんなをつなげたい～

スマイルフォトスマイルフォト

4月18日 
サポートセンターひだまり
ウクレレ教室（いわき市）

4月17日 
いきいきサポートセンター
ミシン教室（加須市）

4月17日 
サポートセンターひだまり
ダルマ絵付け教室 （いわき市）

4月16日 
さくら仮設住宅
手芸教室（福島市）

4月16日 
喜久田仮設住宅
健康サロン（郡山市）

4月11日
サポートセンターひだまり
お花見会（いわき市）

4月9日
福島県立双葉
高等学校入学式
（いわき市）

4月9日
いきいきサポートセンター
にこにこサロン（加須市）

4月2日
演劇ワークショップ
in 南台（いわき市）

3月31日
会津若松城前仮設住宅

パッチワーク教室（会津若松市）

3月28日 
喜久田仮設住宅
ラジオ生中継
（郡山市）

3月27日
なこそ交流スペース

双葉町サロン（いわき市）
3月27日 

ママcafé＆こども広場
（加須市）

4月18日
小名浜

にこにこサロン
（いわき市）

4月7日
双葉町立学校・幼稚園
再開（いわき市）
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双葉町の未来のために職員一同、力を合わせて頑張ります。

役場のお仕事紹介します！第1回

お気軽にお問い合わせください。

総務課総務課総務課 秘書広報課秘書広報課秘書広報課

税務課・出納室税務課・出納室税務課・出納室 住民生活課住民生活課住民生活課

こんな業務を担当しています！
　町長の秘書業務のほか、「広報

ふたば」と「ふたばのわ」の発行

や 双 葉 町 ホ ー ム ペ ー ジ 、

FacebookやYouTubeなどを

活用した情報発信に取り組んで

います。また、町政懇談会の開催

などを通して、町民のみなさんのご意見を広く聴く機会を設けて

います。

町民のみなさんへ
　町の情報、自治会活動や交流イベントなどの様子を、全国各地に

避難している町民のみなさんへお届けします。特に、本年度は、町

と町民同士が双方向でのコミュニケーションがとれるよう、タブ

レット端末を使用したコミュニティ支援策に取り組んでいきます。

こんな業務を担当しています！
　庁内施設の管理や町を運営するための財源確

保、町職員の人事や福利厚生、職員の方々が働き

やすいように環境を整えるなど、多岐にわたる

業務を行っています。

町民のみなさんへ
　総務課の仕事は、「業務」が円滑にまわるよう

環境を整えること、つまり「縁の下の力持ち」の

役割を果たす

ことです。課

員一丸となっ

て日々、町の

ために頑張っ

ています。

　こんな業務を担当しています！
　税務課では町民のみなさんの資産や収入に応じて

課税し、その税金を集めるなど、みなさんの生活を支える様々な施

策の財源に関する業務を行っています。また、税証明などの発行や

確定申告の相談受付もおこなっています（各種税証明等について

は、窓口または郵送により申請手続きができます）。

　出納室ではお金の出し入れを行っ

ております。町の金庫番としてお財

布をしっかり管理しています。

町民のみなさんへ
　税金は、町民が互いに支え合い、

“次世代育成に向けたまちづくり”

や“誰もが安心して暮らせるまちづ

くり”へ向けてだれもが「住んでよ

かった」と笑顔で言えるまちの実現

のために使われています。引き続き

納税へのご理解をお願いします。

こんな業務を担当しています！
　町民のみなさまの生活に関連する戸籍、生活

環境、住民支援等の業務を担当しています。震災

後は、これまでの業務に加え、一時立入、町内の

放射線調査、借上げ住宅受付等多岐にわたる業

務に取り組んでおります。

町民のみなさんへ
　町民のみなさまとも密接に関わる業務を担当

していますので、窓口の積極的な対応を常に心

がけ、町民のみなさまへのお声掛けに努めて参

ります。日々の業務に誠心誠意取り組んで参り

たいと思って

おりますの

で、どうぞよ

ろしくお願い

いたします。

☎ 0246-84-5201
■ soumu@town.futaba.fukushima.jp

☎0246-84-5204
■jyumin@town.futaba.fukushima.jp

☎ 0246-84-5202
■ hisyo-koho@town.futaba.fukushima.jp

☎0246-84-5207 ■suitou@town.futaba.fukushima.jp
☎0246-84-5206 ■zeimu@town.futaba.fukushima.jp

お問い合わせ先お問い合わせ先

お問い合わせ先お問い合わせ先

お問い合わせ先お問い合わせ先

お問い合わせ先お問い合わせ先

税務課
出納室

税務課

出納室
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町からのお知らせ

双葉警察署からのお知らせ
●自動車の保管場所申請について
　自動車の保管場所として申請できるのは、その自動車の「使用の本拠の位置」から半径２㎞以内と
されています。仮設住宅や借上げ住宅等に居住している場合は、そのお住まいから半径２㎞以内の場
所を保管場所として申請していただくこととなります。
　現在居住していない震災前の住所地を「使用の本拠の位置」として自動車保管場所証明申請しても
原則、受理できません。

●交通関係申請手数料の免除期間の終了について
　平成２３年３月１１日以降行われていた、各種申請手数料の減免措置が本年３月３１日で終了しまし
た。現在は下記の通り手数料が必要です。
　　　

▲

自動車保管場所証明申請手数料･･ 2,000円
　　　

▲

自動車保管場所標章交付等手数料 500円（再交付申請を含む）
　　　

▲

道路使用許可申請手数料････････ 2,200円

心の健康相談のご案内
 

▲

最近なんだか元気が出ない。
 

▲

落ち込みやすい気がする。
 

▲

家族が精神的な病気でないか心配。
 

▲

子供が学校に行けなくなった。
 

▲

周りの人とうまく付き合って行けない。
 

▲

震災後、眠れない。

　…などなど、精神科医がみなさんの
悩み事をお聞きします。
　お気軽にご相談ください。
　※要予約・相談無料・秘密厳守

申込み・お問い合わせ先：
 福島県相双保健福祉事務所 
 障がい者支援チーム　
 ☎0244-26-1132

　中間貯蔵施設に関する住民説明会について事前のお知らせ
　国（環境省）から要請があった「中間貯蔵施設に関する住民説明会」について、５月１日に開催され
た双葉町議会全員協議会で、説明会開催が承認されました。
　現在、国による５月下旬からの開催に向け、日程調整及び会場確保等が行われております。準備が
整い次第、町民のみなさまへ国からご案内文書が送付されますので、お知らせいたします。

お問い合わせ先：住民生活課 ☎0246-84-5204

相
　
談

手
続
き

お問い合わせ先：双葉警察署臨時庁舎（道の駅ならは）☎0240-25-1500
　　　　　　　　双葉警察署浪江分庁舎　☎0240-34-2141
　　　　　　　　福島県警察本部 交通規制課　☎024-522-2151（内線 763-262、263）

　　　場　所

新地町保健センター

相双保健福祉事務所

相馬市保健センター

新地町保健センター

相双保健福祉事務所

新地町保健センター

相馬市保健センター

新地町保健センター

相馬市保健センター

相双保健福祉事務所

相馬市保健センター

相双保健福祉事務所

時　間　　

14:00～16:00

14:00～16:00

9:00～11:00

14:00～16:00

9:00～11:00

14:00～16:00

9:00～11:00

14:00～16:00

14:00～16:00

9:00～11:00

14:00～16:00

14:00～16:00

5月23日金

6月4日水

6月25日水

7月25日金

8月27日水

9月26日金

10月29日水

11月21日金

12月3日水

1月28日水

2月20日金

3月4日水

平成26年

平成27年

実施月日  

説
明
会

重要!
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ゴールデンウィークも終わり、４月からの新生活に慣れてき

た頃でしょうか。

双葉町では町立の幼稚園、小・中学校も再開し、５月からは

更に生徒も増えます。４月８日に行われた入学式では、たくさ

「ふたばのわ」に参加しませんか？
「ふたばのわ」では「後世に残したい双葉町」を

テーマに、みなさんから写真を募集しています。

お名前・出身行政区を記載の上、以下の方法でご送付お願いします。

【郵送の場合】　〒974-8212 福島県いわき市東田町2-19-4
　　　　　　   「双葉町いわき事務所内ふたさぽ」宛

【メールの場合】 info@futabamachi-s.com

編集後記

（写真例）

ご
応
募

お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

平成26年4月25日

福島県内

双葉町内

んのお花が飾られた会場、新入生の元気な返事に大人たちも

身の引き締まる思いでした。

また、久しぶりに校歌を聞くこともできました。校歌は世代

が違っていても、卒業生の誰もが懐かしく感じ、心がほっと安

らぐものです。これからも双葉の学校の校歌が歌い継がれてい

くことをとてもうれしく思います。

福島市 北幹線第二応急仮設住宅･･･

福島市 さくら応急仮設住宅･･･････

郡山市 日和田応急仮設住宅･･･････

郡山市 喜久田応急仮設住宅･･･････

郡山市 富田応急仮設住宅･････････

いわき市 南台応急仮設住宅･･･････

猪苗代町 上川原応急仮設住宅･････

会津若松市 城前応急仮設住宅･････

白河市 郭内応急仮設住宅･････････

福島市 県北保健福祉事務所･･･････

郡山市 県郡山合同庁舎･･･････････

白河市 県白河合同庁舎･･･････････

会津若松市 県会津若松合同庁舎･･･

双
葉

放射線モニタリング情報

原子力規制委員会ホームページより

南会津町 県南会津合同庁舎･･･････

南相馬市 県南相馬合同庁舎･･･････

いわき市 県いわき合同庁舎･･･････

※全国及び福島県の空間線量測定結果については原子力規制委員会ホームページでご覧になれます。 ▼http://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/

（単位：μSv/時）

（単位：μSv/時）

0.18～0.30

0.15～0.16

0.15～0.70

0.11～0.24

0.31～0.36

0.05～0.06

0.08～0.08

0.08～0.11

0.12～0.17

0.28

0.15

0.11

0.07

0.05

0.13

0.08

新山公衆トイレ脇公営駐車場

新山公民館

双葉町歴史民俗資料館

双葉南小学校

双葉中学校

県立双葉高等学校

中央公園

双葉総合公園

双葉町役場

郡山公民館

細谷公民館

三字公民館

山田農村広場

石熊公民館

双葉町体育館

長塚二公民館

－
－
－
－
－
－
－
2.60
－
1.48
2.31
2.53
24.47
12.10
6.25
3.26

1.22
0.70
0.64
0.75
1.08
1.34
0.94
1.61
2.13
0.94
1.20
1.51
13.60
6.84
3.16
1.68

長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
羽鳥
羽鳥
寺松
渋川
鴻草
中田
両竹
浜野

双葉町青年婦人会館

町西住宅

JAふたば北部営農センター

双葉北小学校

ふたば幼稚園

双葉駅北側駐車場

双葉町児童館

上羽鳥

羽鳥公民館

寺松公民館

渋川公民館

北部コミュニティーセンター

中田公民館

両竹公民館

浜野公民館

－
－
－
－
－
－
－
1.89
1.73
3.46
1.48
4.30
0.77
0.54
0.34

3.43
0.74
10.14
3.11
2.64
1.77
0.56
1.28
0.92
2.07
0.84
2.58
0.48
0.33
0.23

地 区 地   点 平成24年
4月1日

平成26年
4月25日

地 区 地   点 平成24年
4月1日

平成26年
4月25日

新山
新山
新山
新山
新山
新山
新山
下条
下条
郡山
細谷
三字
山田
石熊
長塚
長塚
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